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富士山レンジャー日記：富士山で出会った動物
―ニホンカモシカ－

富士山憲章山
梨県推進会議
は、３月１９日忍
野村「四季の杜
おしの公園」に
おいて、世界に
誇る日本のシン
ボル富士山を後
世に引き継ぐた
めの『富士山憲
章』を推進する

ため、『富士山フォーラム２００６』を開催しました。約５
０人の参加者は、「自然」と「歴史・文化」の切り口で展
開される、尽きない富士山の魅力に耳を傾けたのでし
た。
「自然」の魅力を伝える東京大大学院農学生命科

学研究科助手の山本清龍さんは、エコツーリズムに
は、人が自然との関わりを続けながら、自然を守ること
への可能性があり、地域を訪れる人々へ楽しみ方を
提案し、実践していくことが重要であると説きました。
「歴史・文化」の魅力を伝える県立博物館学芸員の

近藤暁子さんは、県立博物館などに所蔵されている
資料をもとに、遙拝期～修検期～富士講期にかけて
の歴史を紐解きました。
また「遺跡と噴火の関係」を中心に「富士山の尽き

せぬ魅力」と題して、パネルトークも行われました。ま
た参加者からの質問に対して講師が回答すると同時
にコメントも加えるなど、フォーラムに深まりが添えられ
ました。

ニホンカモシカは、富士山に限らず日本の山
岳地域における、象徴的な動物といえるでしょ
う。シカという名がつくもののウシ科に属する
こと、国の特別天然記念物に指定されているこ
とは良く知られているところです。標高の高い
ところや傾斜の強い岩場を好むところなど、山
登りが好きでロッククライミングもする私とは
行動範囲が重なる部分が多いのです。
実際、彼のバランス感覚は驚くものがありま

す。富士山での話ではありませんが、北アルプ
ス屈指の難所が連続する黒部峡谷・下の廊下で
の出来事。踏み外せば間違いなくこの世からお
別れするであろう、渓谷の側壁に削られた筋の
ような道をはいつくばっていたとき、対岸でカ
モシカと出会いました。彼のいるのは岩壁と砂
礫の入り混じる、二本足では立つことのできな
い傾斜の真中です。動かず、じっとしておりど
う見ても進退窮まっているように思えます 「あ。
～身動きとれなくなってるね 「下手に動いた。」
ら墜落して、谷底までいくぜ」など勝手なこと
を言っているうちに、気が済んだのかス・・ス
と器用に岩壁を横断し樹林帯へ消えていきまし
た。意表を突かれると同時にその素早さとバラ
ンス感覚に驚いたものです。
これは後から気づいたのですが、カモシカは

緊張したとき、警戒したとき、じっと固まる習
。 、性があるようです これは富士山での話ですが

昨年の秋にスバルラインの 付近で単独の三合目
カモシカに出会いました。車を停めて、観察す

。るとやはりじっと動かずこちらを伺っています
思わずこちらもフリーズして見入ってしまいま
した。車道と法面を介した土手上の森林との間
で、私たちを見下げるような格好で２０ｍほど
離れていたでしょうか。やがて「観光客にはつ
きあいきれんね」という感じで踵を返して森に
消えていきました。
彼との出会いはいつも突然で、そしてすっと消
えていくのが印象です。私たちも彼らの生息域
に踏み込んでいるのを自覚した上で、行動しな

）ければなりません 作・画秋葉圭太。 （

おおらかで孤高なカモシカ。山の守り神のようにも思えてく
る。 彼らにとって富士山は住み良い場所だろうか？聞いて
みたい。

富士山フォーラム２００６～富士山の尽きせぬ魅力
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鳳凰三山観音岳からの富士山 （撮影：五合目自然解説員小林良幸）



富士山憲章
1富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。
1富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。
1富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。

、 。1富士山の環境保全のために 一人ひとりが積極的に行動しよう
1富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。

平成１０年１１月１８日 山梨県・静岡県
富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全の

ための行動規範を示し、富士山の環境保全を呼びかけ、国民的
な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的とします。

富士山ボランティアセンターニュース発行：
山梨県観光資源課富士山山岳担当富士山ボランティアセンター
（富士ビジターセンター内）〒４０１－０３０１

山梨県南都留郡富士河口湖町船津剣丸尾６６６３－１
TEL 0555-20-9229 FAX .0555-72-4114
E-mail：fujisan@eps4.comlink.ne.jp

/http://www.eps4.comlink.ne.jp/~fujisan

http://www.eps4.comlink.ne.jp/~fujisan/

富士山ボランティアセンターからのお知ら

平成１８年４月１日から、富士ビジターセンターは、指定管理
者（(株)富士急ビジネスサポート）への管理委託がスタートし、

となります。通年開館（閉館なし）
開館時間 4月1日～6月30日 9時～17時

7月1日～7月21日 9時～18時
7月22日～8月27日 9時～22時
8月28日～9月30日 9時～18時
10月1日～11月30日 9時～17時
12月1日～2月28日 9時～16時
3月1日～3月31日 9時～17時

お問い合わせ：富士ビジターセンター0555-72-0259

まるで、そこは小さな富士
山博物館。五合目自然解説
員の手作りの資料や写真の
展示が富士ビジターセンタ
ー展示スペースにおいて、
３月１１日から２５日まで間、
行われました。夏山シーズ
ン以外でも、富士山の自然

を身近に感じていただきたいとの気持ちから自然解
説員数名が連日のように待機し、訪れる人を案内し
ました。解説員の気さくで暖かな対応に訪れる人もリ
ラックスして展示を見学していました。

富士山の姿や、自然解説活動の様子、富士山五合目周辺の野鳥
や植物の写真をはじめ、鹿の角、リスの巣、富士山が大昔は海の底だ
ったということわかる化石などで展示スペースは埋められました。

エコツアーガイドスキルアップ研修
県では、エコツアーガイドの質の向上を計るため、

エコツアーガイドスキルアップ研３月中に３回に分けての
を開催しました。歴史、文化やおもてなしの心をテ修

ーマにした室内研修と実地研修、応急手当普通救
命講習や解説技法等の実技研修を行いました。全
ての講座を受講した方３７名には、修了証が発行さ
れました。各受講者が本研修で学んだことが今後、
エコツアーの現場で活かされることになります。

講師（株式会社ピッキオ）に
よる、常に参加者の気持ちに
配慮しながら行われた実地研
修。自然解説に必要な「専門
性」「エンターテイメント」「コミュ
ニケーション能力」「ホスピタリ

。ティ」を学ぶことができました

心停止の救命措置に必要な
AED（自動体外式除細動器）
を使った、実技訓練

富士山五合目自然解説員活動展

富士ビジターセンターに隣接する富士山自然
観察園で小さな春を発見しました。自然観察園
にひと際明るく咲いている黄色い花がありまし
た。

咲いていたのは、ダンコウバイと言うクスノ
キ科の植物です。ダンコウバイは３月下旬～４
月の上旬頃に咲く花で、自然観察園の中で一番
早く花を咲かせる植物ではないでしょうか。ダ
ンコウバイを遠くから見ると枝に花が１輪ずつ
ポツポツと咲いているように見えます。実は、
１輪の花に見えますが小さな５～６輪の小さな
花が集まって一つの花を形成しているのです。
春の時期にダンコウバイの若い枝を擦ると、い
い香りがします。ダンコウバイ以外にもクスノ
キ科の植物はいい香りがします。これは植物が
害虫などから身を守るために香りを出している
と言われています。
これから自然観察園では、新緑や花などを楽

しむ事が出来ます。ぜひ一度、自然観察園に足
をお運びください。

富士山自然観察園ミニエコツアー
富士山ボランティアセンター、富士山レンジャーは、富士山環境学

習支援事業の一環として、「富士山自然観察園」の散策路を歩きな
がら、富士山の噴火や成り立ち・剣丸尾溶岩流上の溶岩地形・森林
のでき方などの説明を行うミニエコツアーを実施しています。自然観
察を通して富士山の自然について楽しく学ぶことが出来ます。
１人～１０人を１グループとして、30分～１時間程度の所要時間でご

案内します。
実施人数：お問い合わせの際、ご相談ください。■
実施日・時間：担当職員業務時間内■
原則として事前に、ご連絡ください。■
ご都合に合わせて時間は調整いたします。■

近くから見たダンコウバイの花遠くから見たダンコウバイ

～自然観察園の春～富士山を学ぼう


